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道
は
、
９
市
３
町
の
約
１
２
０
万
人
の
下

水
を
処
理
し
て
い
る
。
生
活
排
水
は
下
水

処
理
場
へ
向
か
っ
て
傾
斜
の
つ
い
た
下
水

道
管
の
中
を
流
れ
て
い
く
。

　

事
故
が
発
生
し
た
現
場
は
下
水
処
理
場

に
近
く
、
内
径
４
・
75
㍍
の
太
い
管
路
を

大
量
の
水
が
高
速
で
流
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
地
下
に
人
工
的
な
も
う
１
つ
の
「
中
川

流
域
」
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
構
造
で

あ
り
、
そ
の
巨
大
な
管か

ん
き
ょ渠

は
ま
る
で
地
下

に
潜
む
「
龍
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

流
域
下
水
道
は
、高
度
経
済
成
長
期
に
、

人
口
増
加
と
産
業
発
展
に
伴
い
増
大
し
た

生
活
排
水
や
工
業
排
水
を
処
理
す
る
た
め

に
導
入
さ
れ
た
。
か
つ
て
埼
玉
県
は
、
東

京
都
の
し
尿
を
受
け
入
れ
る
農
村
地
帯
で

あ
り
、
下
水
道
の
普
及
は
遅
れ
て
い
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
急
速
に
都
市
化
が

進
ん
だ
も
の
の
、
財
政
的
に
脆
弱
な
市
町

INFRASTRUCTURE

約
２
週
間
に
わ
た
り
関
係
す
る
12
の
市
と

町
の
約
１
２
０
万
人
に
排
水
の
抑
制
が
呼

び
か
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響

が
生
じ
た
背
景
に
は
、
昭
和
40
年
代
以
降

に
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た
「
流
域
下
水

道
」
の
存
在
が
あ
る
。

　

下
水
道
に
は
、
１
つ
の
市
町
村
の
下
水

を
集
め
て
処
理
す
る
「
公
共
下
水
道
」
と

複
数
の
市
町
村
の
下
水
を
集
め
て
１
カ
所

で
処
理
す
る
「
流
域
下
水
道
」
の
２
種
類

が
あ
る
。
今
回
の
道
路
陥
没
は
、
中
川
流

域
下
水
道
で
発
生
し
た
。
こ
の
流
域
下
水

玉
県
八
潮
市
で
発
生
し

た
大
規
模
な
道
路
陥
没

か
ら
約
１
カ
月
が
経
過

し
た
。こ
の
事
故
で
は
、

埼

埼玉県八潮市の陥没現場。トラックが落ちた穴を調べる消防隊員ら（1月29日）

地
下
に
潜
む「
手
負
い
の
龍
」

闇
深
い
下
水
道
の
未
来
を
考
え
る

WEDGE

OPINION

TH
E A

S
A

H
IS

H
IM

B
U

N
/JIJI

設
置
か
ら
50
年
未
満
だ
っ
た
八
潮
市
の
下
水
道
管
は
な
ぜ
破
損
し
、広
い
地
域
に
影
響
が
出
た
の
か
？

49
万
㌔
・
㍍
に
も
及
ぶ
下
水
道
網
は
今
後
、経
年
劣
化
が
進
む
。こ
の
維
持
・
更
新
に
必
要
な
こ
と
を
提
言
す
る
。

橋本淳司
Junji Hashimoto

水ジャーナリスト

1967年生まれ。学習院大学を卒業後、
出版社勤務を経て、水ジャーナリス
トとして独立。93年、アクアスフィ
ア・水教育研究所を設立。現在は武
蔵野大学客員教授を兼務。著書に『水
道民営化で水はどうなるのか』（岩
波ブックレット）など多数。

「
東
の
埼
玉
」「
西
の
大
阪
」

流
域
下
水
道
と
は
何
か
？
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NATIONAL STRATEGY

　

２
月
28
日
に
行
わ
れ
た
米
国
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
首
脳
会
談
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
と
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
激
し
く

応
酬
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
資
源
権
益
を
め

ぐ
る
交
渉
は
決
裂
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
３

月
３
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
器
供
与
の

一
時
停
止
を
指
示
し
、
停
戦
交
渉
に
応
じ

る
よ
う
圧
力
を
か
け
て
い
る
。
米
国
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
先
行
き
が
見
通
せ
な
く

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

は
６
日
、
欧
州
の
抜
本
的
な
防
衛
力
強
化

の
た
め
に
約
８
０
０
０
億
ユーロ  
（
約
１
２
５

兆
円
）の
確
保
を
目
指
す「
再
軍
備
計
画
」

の
推
進
で
大
筋
合
意
し
た
。

　

開
戦
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
今
、
米
欧

同
盟
と
い
う
前
提
は
揺
ら
ぎ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
そ
し
て
、
欧
州
は
岐
路
に
立
っ
て
い

る
。
イ
ン
ド
太
平
洋
で
は
中
国
や
北
朝
鮮

が
「
力
に
よ
る
現
状
変
更
」
の
試
み
を
続

け
て
お
り
、
日
本
も
自
分
事
と
し
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
。
停
戦
交
渉
と
欧
州
の
安

全
保
障
の
行
方
を
分
析
し
、
日
本
が
果
た

す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
。

ラ
ン
プ
２
・
０
が
始
動

し
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
戦
争
は
新
た
な

展
開
を
迎
え
て
い
る
。

ト

ト
ラ
ン
プ
に
翻
弄
さ
れ
る
欧
州

日
本
に
今
、問
わ
れ
て
い
る
こ
と

WEDGE SPECIAL

OPINION

TH
E W

A
S

H
IN

G
TO

N PO
S

T/G
ET

T
YIM

A
G

ES

物別れに終わった米国とウクライナの首脳会談。両国の隔たりがドラマチックに可視化された
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Wedge Special Report

民主主義が
SNSに呑まれる日
文・山口真一、水谷瑛嗣郎、庄司昌彦、安岡美佳、與那覇 潤、小泉英明、柿﨑明二、先﨑彰容

編集部（仲上龍馬、梶田美有、野口千里、横上菜月）
イラストレーション・管 弘志

「超選挙イヤー」の2024年。日本でも東京都知事選や衆院選、兵庫県知事選があった。
一連の選挙で〝主役〟のように存在感を高めたのが、「SNS」だ。

刺激的な情報や分かりやすい「言葉」に翻弄された有権者も少なくなかっただろう。
日本の民主主義は今、押し寄せるSNSの荒波に呑み込まれようとしている。

だが、問題をそのことだけに矮小化せず、本質的な課題にも目を向けるべきだ。
今年は参院選も行われる。「民主主義× SNS」の未来は吉と出るか凶と出るか─。

KYO
N

N
TR

A
/G

ETTYIM
AG

ES
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Ｎ
Ｓ
選
挙
」
と
い
う
言
葉
が
広
ま
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
影
響
力
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
の
選
挙
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
支
持
と
実
際
の
結
果
が
必
ず
し
も
一

Part 01

Ｓ
Ｎ
Ｓ
＝
民
意
な
の
か
？

人
類
総
メ
デ
ィ
ア
時
代
で
大
切
な
こ
と

２
０
１
３
年
の
解
禁
以
降
、選
挙
活
動
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
は
拡
大
し
続
け
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
功
罪
も
見
え
て
き
た
中
、我
々
が
持
つ
べ
き
視
点
と
は
。

致
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。例
え
ば
、

東
京
大
学
の
鳥
海
不
二
夫
教
授
の
分
析
に

よ
る
と
、
20
年
の
東
京
都
知
事
選
で
は
、

Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
上
で
小
池
百

合
子
氏
に
対
す
る
批
判
的
な
投
稿
が
大
部

分
を
占
め
て
い
た
が
、
実
際
の
選
挙
で
は

彼
女
が
２
位
候
補
の
４
倍
以
上
の
得
票
を

獲
得
し
、
大
差
を
つ
け
て
勝
利
し
た
。

　

し
か
し
、
24
年
に
は
こ
の
傾
向
が
変
化

し
た
。
７
月
の
東
京
都
知
事
選
で
は
、「
石

丸
現
象
」
が
話
題
と
な
っ
た
。
前
広
島
県

安
芸
高
田
市
長
の
石
丸
伸
二
氏
は
、
シ
ョ

ー
ト
動
画
を
駆
使
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
支
持

を
拡
大
し
、
１
６
５
万
の
得
票
数
で
２
位

に
躍
進
。
現
職
と
の
票
差
を
縮
め
た
。

　

ま
た
、
11
月
の
兵
庫
県
知
事
選
で
は
、

フ
ル
エ
ン
サ
ー
も
積
極
的
に
支
持
を
呼
び

か
け
た
。
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
斎
藤
氏
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
や
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
へ

の
注
目
度
は
他
候
補
を
圧
倒
し
て
お
り
、

こ
れ
が
再
選
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
出
口
調
査
で
は
、
兵
庫
県
知

パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
で
一
度
失
職
し
た

斎
藤
元
彦
氏
が
再
選
。
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
が
疑
惑
を
報
じ
る
中
、
斎
藤

氏
を
支
援
す
る
「
当
選
を
目
指
さ

な
い
候
補
者
」ま
で
も
が
登
場
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
「
斎
藤
氏
は
既
得

権
益
と
戦
う
候
補
」「
彼
を
辞
め

さ
せ
た
い
勢
力
が
い
る
」
と
い
う

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
拡
散
さ
れ
、
イ
ン

０
２
４
年
は
、
日
本
に

お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
選
挙

の
関
係
が
大
き
く
変
化

し
た
年
と
な
っ
た
。「
Ｓ

1986年生まれ。慶應義塾大学大学院経済学研
究科で博士号（経済学）を取得。2020年より現
職。専門は計量経済学、社会情報学、情報経
済論。内閣府「AI戦略会議」をはじめ、総務
省、厚生労働省、公正取引委員会などの複数
の政府有識者会議委員を務める。主な著作に
『ソーシャルメディア解体全書』（勁草書房）。

山口真一
Shinichi Yamaguchi

国際大学グローバル・
コミュニケーション・
センター 准教授
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「言論安全保障」の危機
失われた「昭和」の教訓
考えが異なる人を排除し、世界を一緒くたにする発想は危ない。
令和の今、日本人が取り戻すべき感覚とは何か─。

Part 03

年
末
に
出
た
、
社
会
学

者・古
市
憲
寿
氏
の『
昭

和
１
０
０
年
』（
講
談

社
）
を
読
ん
だ
。
む
ろ

ん
今
年
が
「
昭
和
」
で
数
え
る
と
１
０
０

年
目
な
こ
と
に
ち
な
む
本
で
、
著
者
は
ワ

イ
ド
シ
ョ
ー
で
の
コ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
、

お
茶
の
間
で
も
お
な
じ
み
の
人
で
あ
る
。

　

本
人
も
書
い
て
い
る
と
お
り
、
２
０
１

０
年
代
に
同
氏
が
テ
レ
ビ
に
出
始
め
た
と

き
は〝
若
者
代
表
〞
の
立
ち
位
置
だ
っ
た
。

1979年生まれ。東京大学大学院総合文化研究科博士課程
修了。博士（学術）。公立大学准教授を経て評論家に。『中
国化する日本』（文春文庫）など著書多数。主著に『平
成史』（文藝春秋）、『危機のいま古典をよむ』（而立書房）。
近刊に『江藤淳と加藤典洋』（文藝春秋）。

與那覇 潤 Jun Yonaha

評論家

OSAMU NAKAMURA
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Ｎ
Ｓ
の
影
響
力
が
増
す

中
、
容
易
に
変
え
ら
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。
そ

れ
は「
社
会
」で
あ
り
、

「
人
間
」
だ
。
本
パ
ー
ト
で
は
、
歴
史
的

な
出
来
事
か
ら
浮
か
び
上
が
る
人
間
の

「
本
質
」
や
「
特
性
」
を
挙
げ
る
。
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
民
主
主
義
を
ど
の
よ
う
に

し
て
守
り
、
育
む
の
か
、
加
え
て
こ
れ
か

ら
の
日
本
が
歩
む
べ
き
道
を
考
え
る
た
め

に
必
要
な
視
点
を
提
示
し
た
い
。

「M
ake A

m
erica Great A

gain

」、

「A
m
erica First

」
│
。

「
自
民
党
を
ぶ
っ
壊
す
！
」、「
改
革
な
く

し
て
成
長
な
し
」
│
。

「
東
京
大
改
革
」、（
２
０
１
６
年
東
京
都

知
事
選
で
の
）「
７
つ
の
ゼ
ロ
」
│
。

　

言
わ
ず
と
知
れ
た
３
人
の
言
葉
だ
。

　

ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
威
勢
が
よ
く
、
実
現

に
向
け
た
明
確
な
根
拠
は
な
く
て
も
、
多

く
の
人
の
耳
に
残
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
繰
り
返
し
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ

ら
れ
（
表
示
さ
れ
）、
あ
る
種
の
〝
力
〞

を
持
ち
始
め
る
。

　

や
が
て
、
人
々
は
熱
狂
し
、
信
奉
者
た

ち
に
よ
る
集
団
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。

「
群
衆
」
の
誕
生
で
あ
る
。

　

だ
が
、
群
衆
は
過
激
化
、
暴
徒
化
す
る

こ
と
が
あ
る
。
扇
動
に
よ
っ
て
、熱
狂
し
、

群
衆
を
形
成
し
て
い
る
一
人
ひ
と
り
が
理

性
を
失
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
の
先
に

待
っ
て
い
る
の
は
、
暴
力
や
破
壊
、
略
奪

と
い
っ
た
不
可
逆
の
事
態
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
「
群
衆
」
が
起
こ
し
た
事
件

と
し
て
、
記
憶
に
新
し
い
の
は
、
米
大
統

領
選
挙
後
の
21
年
１
月
６
日
に
起
き
た

「
米
連
邦
議
会
襲
撃
事
件
」
だ
。

　

引
き
金
を
引
い
た
の
は
、「（
大
統
領
選

ＳＮＳという〝群衆〟から
民主主義をどう守るか
SNSで民主主義が危機に瀕している。確かにそうである。
だが、もっと見つめるべきは変わらぬ人間の「本質」だ。

Part 04

文・編集部（大城慶吾、仲上龍馬）
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往
々
に
し
て
迷
路
の
入
り
口
に
な
る
。
欧

米
で
市
民
革
命
な
ど
を
経
て
、国
民
主
権
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
な
ど
を
基
本
理
念
と

し
て
発
展
し
て
き
た

│
。
こ
ん
な
定
型

的
で
理
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
起
点
と
し
て

思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
結
果
、私
た
ち
は「
そ

の
実
現
に
向
か
っ
て
進
む
べ
き
だ
」
と
答

え
が
ち
だ
。
そ
し
て
「
で
は
、
具
体
的
に

何
を
す
れ
ば
？
」と
い
う
難
問
に
直
面
し
、

行
き
止
ま
る
。

　

迷
路
に
入
り
込
ま
な
い
方
法
の
一
つ

は
、
民
主
主
義
を
標
榜
す
る
現
実
の
国
家

を
吟
味
し
、
未
達
点
に
対
し
て
処
方
箋
を

考
え
る
こ
と
だ
。
し
か
し
今
の
大
き
な
課

題
は
、
そ
れ
以
前
に
民
主
主
義
自
体
が
後

退
、〝
空
洞
化
〞
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

政
治
体
制
の
権
威
主
義
化
、
社
会
の
分
断

と
対
立
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
そ
の
触
媒
と
な
り
、

内
外
の
政
治
は
「
ス
マ
ホ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク

ス
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
日
本
で
は

近
年
の
投
票
率
の
低
下
が
選
挙
制
度
を
空

洞
化
さ
せ
て
い
る
。

「
欧
米
産
の
民
主
主
義
を
い
っ
た
ん
脇
に

置
き
、
日
本
の
中
に
選
挙
な
ど
の
具
体
的

な
シ
ス
テ
ム
の
源
流
を
探
る
」

　

こ
れ
が
筆
者
の
迷
路
迂
回
策
だ
。
実
は

江
戸
時
代
の
村
々
に
既
に
選
挙
に
よ
る
代

表
制
や
権
力
の
分
立
に
よ
る
均
衡
と
い
っ

た
「
民
主
的
傾
向
」
が
存
在
し
て
い
た
。

私
た
ち
の
先
祖
が
、
民
主
的
傾
向
を
ど
の

よ
う
に
生
み
出
し
、
高
度
な
自
治
を
ど
う

発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
た
ど
る
作
業

は
遠
回
り
の
よ
う
だ
が
、
日
本
人
が
今
後

民
主
主
義
と
ど
う
向
き
合
う
か
に
あ
た
っ

て
の
示
唆
が
あ
る
。

　

江
戸
の
村
で
み
ら
れ
た
民
主
的
傾
向
の

代
表
例
は
「
入い

れ
ふ
だ札
」
と
呼
ば
れ
た
選
挙
の

1961年生まれ。早稲田大学卒。毎日
新聞社、共同通信社、菅義偉内閣首
相補佐官などを経て、2022年より帝
京大学法学部教授。著書に『「江戸
の選挙」から民主主義を考える』（岩
波ブックレット）、『権力の核心 「自
民と創価」交渉秘録』（小学館新書）
など。

柿﨑明二
Meiji Kakizaki

帝京大学法学部
政治学科 教授

Part 05

こ
れ
ぞ〝
日
本
産
〞の
民
主
主
義

江
戸
時
代
の
試
行
錯
誤
に
学
べ

民
主
主
義
の
後
退
や
空
洞
化
を
止
め
る
た
め
の
絶
対
的
な
答
え
は
な
い
。

し
か
し
、江
戸
時
代
に
み
ら
れ
た「
民
主
的
傾
向
」は
我
々
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

主
主
義
と
ど
う
向
き
合

え
ば
い
い
の
か
？
」

　

最
近
、
よ
く
耳
に
す

る
こ
ん
な
問
い
は
、
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羅針盤を喪失した日本
今持つべきは正しい不安
民主主義、経済、外交─。そのすべてで行き詰まる令和日本。
我々がこの隘路から抜け出すために必要な処方箋を示す。

Part 06

本
社
会
は
今
、
大
き
な

「
閉
塞
感
」
に
覆
わ
れ

て
い
る
。

　

現
状
を
変
え
た
い
と

願
い
な
が
ら
も
、
１
９
６
０
年
代
〜
70
年

代
の
よ
う
に
、
国
家
の
あ
り
方
を
論
じ
、

ま
じ
め
に
政
治
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
社
会
を
変
え
る
」
こ
と
は
、
国
民
に

と
っ
て
現
実
的
な
興
味
を
掻
き
立
て
な

い
。
人
々
は
心
の
中
に
そ
ん
な
不
平
不
満

を
募
ら
せ
な
が
ら
も
、
日
々
、
懸
命
に
生

　

東
京
都
知
事
選
で
は
、
前
広
島
県
安
芸

高
田
市
長
の
石
丸
伸
二
氏
が
、
政
策
を
訴

え
る
と
い
う
よ
り
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し

て
話
題
を
集
め
、「
石
丸
現
象
」
を
起
こ

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国
民
を
守
る
党
は
24

人
の
候
補
者
を
擁
立
し
た
が
、
初
め
か
ら

当
選
す
る
こ
と
は
目
指
さ
ず
、
そ
の
場
を

か
く
乱
す
る
か
の
よ
う
な
選
挙
戦
を
展
開

し
、
そ
の
後
の
兵
庫
県
知
事
選
で
は
、
実

際
に
〝
有
権
者
を
動
か
す
力
〞
も
得
た
。

国
民
民
主
党
は
衆
院
選
で
シ
ョ
ー
ト
動
画

き
て
い
る
。

　

だ
が
、
昨
今
の
閉
塞
感

は
我
慢
の
臨
界
点
に
達
し

つ
つ
あ
る
。
長
年
に
わ
た

り
、
人
々
の
不
満
が
マ
グ

マ
の
よ
う
に
溜
ま
り
、
日

本
は
噴
火
寸
前
の
状
態
で

あ
る
。
そ
ん
な
中
で
行
わ

れ
た
の
が
、
２
０
２
４
年

の
東
京
都
知
事
選
、
衆
院

選
、
兵
庫
県
知
事
選
で
あ

り
、
人
々
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
あ
る
種
の
熱
狂
し
た
雰

囲
気
を
味
わ
う
こ
と
に
な

っ
た
。

を
駆
使
し
、「
手
取
り
を
増
や
す
」
こ
と

を
訴
え
、
若
者
の
支
持
を
広
げ
た
。

　

一
連
の
選
挙
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
私
な
り
の
言
葉
で
表
現
す
る
と
、

〝
合
法
的
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
〞
が
行
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
民
主
主

義
は
、
政
治
家
が
勉
強

す
る
こ
と
は
当
然
だ

が
、
有
権
者
も
政
党
や

候
補
者
の
打
ち
出
す
政

策
を
吟
味
し
、
実
際
に

投
票
す
る
こ
と
で
初
め

て
有
効
に
機
能
す
る
も

の
だ
。言
っ
て
み
れ
ば
、

極
め
て
地
味
で
、
ま
じ

め
な
議
論
、
プ
ロ
セ
ス

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
一
連
の
選
挙

で
は
、
非
常
に
残
念
な

こ
と
だ
が
、「
自
分
た

ち
の
政
策
で
社
会
を
変

え
る
」と
い
う
よ
り
も
、

民
主
主
義
の
制
度
を
否

定
し
た
り
、
揶
揄
し
た

り
、
嘲
笑
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
他
者
を
糾
弾

東京大学文学部倫理学科卒、東北大学大学院博士課程を修了。
フランス社会科学高等研究院に留学。専門は日本思想史。著
書『違和感の正体」、『バッシング論」、『国家の尊厳』（以上、
新潮新書）の三部作が話題に。近著に『批評回帰宣言』（ミ
ネルヴァ書房）。

先﨑彰容 Akinaka Senzaki

日本大学危機管理学部 教授

聞き手／構成・編集部（仲上龍馬、大城慶吾）
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ツアーで一般向けに初公開されたスペースポート紀伊（和歌山県串本町）。効率的な輸送サービスの実現によって宇宙への玄関口となれるか

２
５
９
回
│
。
こ
れ
は
米
国

宇
宙
財
団
が
発
表
し
た
２
０

２
４
年
の
世
界
に
お
け
る
ロ

ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
数
だ
。
34
時
間
に
１
回

の
ペ
ー
ス
で
世
界
の
ど
こ
か
で
ロ
ケ
ッ
ト

が
打
ち
上
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
、
そ
の
過
半
数
の
１
５
２
回
は
米

W
ED

GE

宇宙開発の駆動力へ
民間「宇宙港」の現在地
宇宙開発には技術力の向上と合わせてインフラの整備が欠かせない。
各地で動き出している民間や自治体主導の「宇宙港」の今を取材した。

文・編集部（梶田美有）

ス
ペ
ー
ス
Ｘ
に
よ
る
も
の
だ
。
世
界
の
宇

宙
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ

て
い
る
中
、
日
本
は
23
年
の
２
回
か
ら
増

え
た
も
の
の
、
打
ち
上
げ
成
功
回
数
は
５

回
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授

の
中
須
賀
真
一
氏
は
「
成
功
し
て
い
る
米

国
な
ど
の
企
業
は
、『
数
』
を
優
先
し
て

打
ち
上
げ
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
裏
に

は
『
数
』
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
ビ
ジ

ョ
ン
の
確
立
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ペ
ー

ス
Ｘ
は
衛
星
通
信
事
業
ス
タ
ー
リ
ン
ク
で

『
宇
宙
空
間
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
作
る
』
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
。
数

に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
ち
、
ビ
ジ

ネ
ス
が
成
り
立
つ
こ
と
で
次
の
投
資
に
つ

な
が
る
と
い
う
好
循
環
が
す
で
に
起
き
て

い
る
」
と
指
摘
し
、
こ
う
続
け
る
。

「
日
本
は
光
学
・
Ｓ
Ａ
Ｒ
な
ど
地
球
観
測

に
用
い
ら
れ
る
小
型
衛
星
の
分
野
に
お
い

て
、
世
界
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
技
術
力

を
有
し
て
い
る
。
だ
が
、
米
国
の
よ
う
に

政
府
が
企
業
の
〝
大
き
な
顧
客
〞
に
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
打
ち
上
げ
数
を
急
速
に

増
や
す
ス
ピ
ー
ド
を
い
か
に
上
げ
る
か
が

課
題
で
あ
る
」

　

日
本
政
府
は
23
年
11
月
の
「
宇
宙
開
発
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日本の優秀な創薬プレーヤーの力を生かすには、国による環境整備が急務だ

か
つ
て
「
創
薬
大
国
」
と
呼
ば

れ
た
日
本
が
今
、
革
新
的
新

薬
の
創
出
に
苦
戦
し
て
い

る
。
米
商
務
省
国
際
貿
易
局
に
よ
れ
ば
、

「
新
し
い
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
（
創
薬
技
術
）

領
域
で
開
発
さ
れ
た
日
本
の
バ
イ
オ
医
薬

品
の
世
界
シ
ェ
ア
は
約
３
％
に
す
ぎ
な

い
」
と
い
う
。

　

２
０
０
０
年
代
頃
ま
で
、
世
界
の
医
薬

品
の
主
流
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
は
日
本
が
得
意

と
す
る
化
学
合
成
技
術
を
用
い
た
低
分
子

化
合
物（
錠
剤
）だ
っ
た
。
し
か
し
昨
今
、

幅
広
い
疾
患
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

抗
体
医
薬
や
核
酸
医
薬
な
ど
最
新
の
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
医

薬
品
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
経
済
産

業
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
25
年
に
は
世
界

の
医
薬
品
売
上
市
場
に
お
け
る
バ
イ
オ
医

薬
品
の
占
め
る
割
合
が
、
約
４
割
に
上
る

と
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
国
内
製
薬
企
業

発
の
ワ
ク
チ
ン
創
出
が
遅
れ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
が
、
日
本
は
〝
創
薬
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
〞
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
の
よ
う
に
薬
価
が
切
り

下
げ
ら
れ
る
こ
と
で
日
本
の
医
薬
品
市
場

の
魅
力
度
は
低
下
し
て
お
り
、
海
外
の
製

大変革期の医薬品業界
「創薬エコシステム」構築を急げ
創薬技術の多様化が進み新薬シーズ創出を担うメインプレーヤーが創薬ベンチャーに変化した。
世界の潮流に乗り遅れた日本が取るべき対応とは。

文・編集部（横上菜月）
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